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家計 父 母 身体 兄姉


















信綱 ○ ○ 先妻没後、○ △  ○ 異母姉１人幼没
三重吉 ◎  ○ ○
○、９歳で死別、
祖母に育てられる
○  △ 兄２人幼没
光太郎 △  ○ ○ ○ △  ○ 姉２人うち１人幼没










啄木 ○  △ ○ ○ ○ 姉２人








賢治 ◎ ○ ○ ○  △ なし

















道造 ○ ４歳で死別 ○ △ なし
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弟妹 教育 結婚 子 関心・志望





弟１人 大学卒業 ○ 四男五女 古典研究
弟２人うち１人幼没 大学卒業 死別後、再婚 一男一女 軍人・電気工学






















弟１人、妹３人 高等学校中途退学 離婚２回 二女 音楽
なし 大学卒業 ○ 三男 歴史研究
弟１人、
妹３人うち１人早逝
高等農林学校卒業 未婚 なし 鉱物・仏教
弟４人うち１人幼没、
妹１人





異母弟１人 外国語学校卒業 未婚 なし 教員
弟１人 大学卒業 未婚 なし 絵画・天体観測
7．むすび
本稿では啄木との比較研究を進める対象として詩人・萩原朔太郎について論考を進めてきた。
本稿では朔太郎の作品で扱われている生活の場面に注目した。彼は石川啄木とは異なって北
関東・前橋の出身であり，生活面でも金銭的に啄木とは事情が異なっていた。しかしながら出
自も経歴も啄木とは相当に隔たりを有しながら，朔太郎は近代日本の日常生活を詩作品によっ
て，結果的に記録するという文学活動を成しえた。本研究によって2人の影響関係とともに，
共通性をも示すことができたと考える。
これまで見てきたように石川啄木が初期の萩原朔太郎に与えた影響は少なくないものであっ
た。朔太郎の詩の中で最も人々に広く知られている「旅上」の発想自体が，啄木の短歌からも
たらされている。また『月に吠える』という書名そのものまでもが，石川啄木の作品からとら
れているようである。
石川啄木と萩原朔太郎両者の共通点に関しても，いくつかの項目をあげることができる。両
人とも長男として生まれ育った。それだけでなく女性が多い家庭で育てられたことも共通して
いる。一方それでいて，2人とも故郷との関係において屈折した心情を内包していた。その根
底には学校を自分の事情で中途退学したことが影を落としていよう。そして自身の性欲をあか
らさまに詠いあげた作品群や記録文学など，多くの共通点が存在する。
もちろん石川啄木と萩原朔太郎の間には，大きな相違点もある。一番大きな違いは経済面で
水野：石川啄木が萩原朔太郎に与えた影響と両文学者の共通性334
写真－1 萩原朔太郎が人目を避けて散策した監獄裏
の差である。この違いは，2人の晩年に至るほど広まっていった。萩原朔太郎の場合は，父親
が高齢となり開業医を長男である朔太郎ではなく，娘婿に任せて引退し，やがて没したのちも
金銭的に余裕があった。そのような萩原家の事情に比べて，啄木自身の晩年は，極端な貧困と
病苦に襲われる毎日であった。結果的に命を長らえることさえもが出来なかった。母が死に，
啄木が死に，間もなく妻が死ぬ。その前には長男さえも。しかも貧乏から縁が遠のくことはな
かった。
死の病だけでなく，心の面においても家族の不和，さらに叶わなかった夢など，やりきれな
い生活が続いた。それゆえに石川啄木の作品には心打たれる，わたしたちなのである。そのよ
うな背景から石川啄木には困窮者への眼差しがある。この点，萩原朔太郎が抱えていた苦悩と
は明らかな違いを見てとることができる。朔太郎の心の中から消え去ることがなかったざわつ
きが，彼自身にとって耐えがたい邪魔者であったことは間違いない。だから朔太郎の悩みなど
は大きな問題ではないと無視してはならない。そのような態度をとるのでは，朔太郎の心の叫
びを読み取ることが到底できなくなってしまうからだ。
しかし，ここでは石川啄木と萩原朔太郎の相違点として家庭環境，特に経済的な面での違い
が小さくなかったことを指摘して本稿の結びとしたい。
今後とも筆者は，啄木と共通性あるいは相違点を見出すことができる文学者たちに関心を示
していきたい。本研究のように石川啄木と同時代文学者の作品ならびに経歴に研究の視点を広
げることで，これまで指摘されることがなかった新しい知見を得ることが出来るのではないの
335
写真－2 朔太郎が疎外感を感じた故郷・前橋の情景
かと考えている。
本稿をまとめるに際して，多くの方々から多大な御力添えを頂戴した。末尾になってしまっ
たが，この紙面を拝借して感謝の意を表するものである。
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